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τθ〃漉思鮒五0階蜘〃磁％多8勘脇G徽

　　　　　　　　　におげる一人仮面劇

伊　鹿　倉　　　　誠

I

　James　Ba1d．w1n（1924－87）のτθZZ　MθHo〃工o惚励θτγα閉，s　Bθθ〃Go肋

（1968年刊，以下丁θ”皿θHo〃工o〃gと略す）1）は作家の第四作目の長編小説

であるが，その長さ（Dia1杜版で484ぺ一ジ）の割には執筆に要した期間は約

3年間（1965年～1967年）であり，従来の作晶と比較して短い2）、但しBa1d－

winが起稿した時期については1964年の晩夏とする説もあり3），作家自ら行っ

た発言がこの説をある程度暴付けている4）。長編小説としてはんo伽ブ0o㈱一

卿（1962）以来6年振りに発表された本小説に対する批評家の反応は，失望落

ユ）　James　Ba1dwin，乃〃〃と亙o〃工o惚肋θ〃α加’s肋肋Go惚（New　York：The

　D1a1Press，ユ968）を使用し，本書よりの引用頁は本文中に記す。

2）　ちなみに第三作までのぺ一ジ数（Dia1社版）と執筆期間はGo〃1乃o〃肋θ
　〃oμ〃α加（253PP．，1942～52），Gづoびα〃〃’s沢oo刎（248PP．，1953～56），λκo肋脈0o〃作

　かツ（436pp．，1956～61）となっている。

3）W111ヱam　Edward　Farr1son，“If　Ba1dwm’s　Tram　Has　Not　Gone，”mル榊s

　肋肋刎λCγ肋α1肋αZ〃α肋η，ed　Ther二man　B　O’Dan1e1（Wash1ngton，D　C

　Howard　University　Pfess，ユ977），p．69．

4）1965年末イタリアでのインタビューの中でBa1dwinは新しい小説〃1庇∬o〃

　Zo惚が“a1皿ost　f1n1shed”であると発言しながら，次の様に作晶を解説している。

　　“I　thought　it　［乃〃肌亙o〃ムo〃g］was　going　to　be　a　short　story　when　it

　　broke　off　fro血a1onger　work　It　starts1n　the　f1rst　person　w1th　the　d－ecay

　　of　a　Negro　actor　H1s　wh1te皿1stress　and．a　ru1ned．o1d．er　brother　areユm－

　　p0ftant　In　the　th1rd　part　a　young　Negro　terror1st工nore　or1ess　takes　over

　　the　book”（Dan　Georgakas，“James　Ba1d．w1n　　m　Conversat1on，”1n　BZα6冶

　　乃タ6θポλ〃λη肋oZogγoグλ介o一λ榊沁伽一乙伽閉加γθ，e乱Abraham　Chapman，

　　New　York　New　Amer1can　L1brary，1968，P　661）

　尚。この作品解説と決定稿を比較検討すると，「墜落した兄」は牧師として更生し，

　「若い黒人テロリスト」が小説の第三部を「引き受ける」程重要な登場人物として描

　写されてはいないことが判る（Wi11ia血EdwardFa打ison，oψ．’6払，P．69）。
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胆からいわは小説家としてのBa1dw1n限界説まで干差万別であるが，いずれ

にしてもネガティブな批評であった。例えばIrving　Howeはこの作晶が

Ba1dwmの筆力の衰えを示す“a　rem．arkab1y　bad　no▽e1”だと裁断を下して

いるし5），Ba1dw1nの長編小説論を一冊本として世に問うた　Stan1ey　Mace－

buhも作家が初めてr積極的な活動家の意向」を提示したことを評価するにと

どまり6），他章の分析と比較すると乃〃肋∬0〃工0惚に関してはお座なりの

印象を与える。Ba1dwin自身，このような批評家の「独創性を欠いた小説」

（“a　conventiona1nove1’’）という論評に強い不満を明らかにしながらも、自作

を弁護するような発言は差し控えている7）。このように、τθ””θ亙0〃工0〃g

については，論じる余地がまだ多く残されているということから，この小論で

は筆者なりの一つの試論を提出してみたい。

　まず本小説の構成の問題だが、冒頭に登場する当年（1965年）8）39歳（p70）

でr驚くはかりの成功を収めた」（p71）黒人舞台俳優Leo　Proudhammer

は。開巻問もなくSan　Franc1scoの舞台で心臓発作を起し病院に担き込まれ

る。そして物語はLeoを語り手とした回想　　New　YorkのHar1emでの

貧しい少年時代（10，ユ4歳）、Greenw1chV111ageとNew　Jersey州の田舎町

での役者修行（19歳），商業演劇での成功と役者としての名声の高まり（26～30

歳台）　が現在療養中の主人公の描写を挟んで時間の流れとは無関係に展開

する。そして退院した主人公がヨーロッパでの静養の後に帰国し舞台の袖に立

って出番を待つ場面で小説は終っている。自己の内面凝視という過程を経て自

己の経験を精査し，その統一を計ろうとするパターンはこの作家の作晶によく

認められるが，本小説の場合，黒人として自分の半生を回顧し己れのアイデン

ティティを模索する行為は，結局主人公に明確な精神的昂揚をもたらしてはい

ない。読者としては「極端に当てにならない迷宮」（“desperate1y　treacherous

1abyrinth”p．8）である主人公の半生に小説の最初から文字通り最後まで付き

5）　‘‘James　Ba1dw1n　At　Ease1n　Apoca1ypse，”∬αゆθ〆s肋騨尾吻θ，237，no　1420

　（Septe：mber1968），P　95

6）　“FroIn　Auegory　to　Rea11s血，”mル舳θ83α〃〃吻　λ0γ肋ωlZ　S加み（New　York

　The　Th1fd　Press，1973），Pユ52　またマノレクス主義批評家Granv111eH1cksは「目

　新しいのは暴力の強調である」と評してBa1dwinの創作衝動自体を疑問視している

（T「omHa「1em・it，H・t呼i・S岬α岬伽J…三・ユ16？・・レ22－23）・
7）　John　Ha11，“Intefv1ew　wユth　Ba1dwm，”　m　〃”zsα歩Zα〃κ　五ω2θ吻　37and38

　（Autumn－W1nter1970－1971），PP1O－11

8）Leoが19歳（P・405）のとき第二次世界大戦が終結（1945年）しているので（P．
　363），作晶の「現在」はユ965年頃に設定されている。
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合わせられるので，結末部における主人公の絶望的で否定的な人生観には納得

がゆかず，この点からも批評家の側から尖鋭な反応を誘発しただろうことは充

分考えられる。加えて主人公Leoと作者Ba1dw1nに年齢。生い立ち・社会的

地位と名声の獲得・根無し草的生活等々幾つかの類似点が認められるために，

主人公は作者の自画像であるという見解を全面に押し出してしまい，小説の客

観的分析を阻んでいるとも考えられる。このような固定観念を抱いた’まま本小

説を読んでしまうと，1960年代アメリカ合衆国全土を席捲していた公民権運

動g）に関わってBa1dw1nが発言した内容と本小説の主人公の洞察との余りの

落差に，作家としてのBa1dw1nの衰えを認めざるを得なくなってしまう。ま

た小説技法としての回想は混沌とした経験を秩序立てる効果を本来備えている

が，本小説には時問や場所の概念が不明瞭な箇所も多く，また語り手の記憶も

はっきりとしない部分もあり，TθZZ　Mθ亙0〃工0πgは少からず晦渋かつ暖昧な

小説と言えよう。しかしながら，作晶というものが，その各各の部分の持つ意

味を互いに緊密に連結しながらその全体を構成しているとすれば，本小説の統

一性とは一体何なのであろうか。

　ところで、Ba1dw1nが「演劇に取り慈かれ」たのは20歳のとき（1944年頃）

と伝えられているが10）、文壇に登場した後も肋θ五舳〃Co㈱プ（ユ954年初演、

g68年出版），Gzooα舳’∫Ro舳（1956年発表した同名小説の‘57年脚本化，’65年

初演），BZ脇アoγ〃肋ザ0肋〃θ（1964年初演，同年出版）を発表し，作者自

身，演劇の分野には以前から関心を持ち続けていたようである11）。このような

作家の経歴から判断すると，Ba1dwinが小説の素材を演劇界に求めたのも首

9）合衆国最高裁の公立学校での人種分離教育を違憲とする判決（1954年）を端緒に

　ユ950年代半ばから60年代後半までアメリカは黒人問題で揺れている。特に60年代に

　は，M1ss1ss1pP1大学でのTames　Mered1th入学をめくる流血事件（’62年）に代
　表される共学紛争，奴隷解放百年を記念する20万人のWash1ngton大行進（’63年）

　に象徴される黒人デモや暴動，戦闘的黒人指導者Ma1co工m　X（’65年3月）と非暴力

　主義者Mart1n　Luther　K1ng（’68年4月）の暗殺等々頻発している。
ユO）　Fern　lMlar〕a　Eckman，τ乃θFμγzo眺Pαssαgθoグ∫6刎θs　BαZ∂〃閉（ユ966，fpt　Lon－

　dlon　lM11chae1∫oseph，ユ968），P　ユ27

1ユ）・その後もA1ex　Ha1ey代作の肋θんオo肋g吻妙げ〃6Z60肋X（1965）の脚本
　0κθ刀αツW乃肋∫肋sムos歩（1972）を手掛けたり、Istanbuh1でユ973年に製作され

　た映画珊θ脇θダ伽プSの脚本・監督やオフ・ブロードウェイの舞台劇肋θDθθゴ

　介o刎伽弼〃9げ助α肋（1974）の演出にも携っている。Cf　Bemard　L　Peterson，

　JL，0o肋〃ψo附ツ肋6尾λ榊〃o伽1）Zαツ鮒敏ねα〃Z肋γPZαツs3λ肋og吻肋αZ
　1）加o歩oけα〃1）κ㈱α伽肋伽（Westport，Com．：Greenwood　Press，1988），PP．

　31－32．
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肯ける。だが，本小説における演劇は真理に追る芸術という役割を与えられて

もいないし，主人公の自己実現を可能にする手段として取り込まれてもいな

い。寧ろBa1dw1nはアメリカ黒人が歴史上担ってきた「役割」を小説のモチ

ーフとして現代アメリカ社会の現実を照し出しており多この創意のために演劇

界を小説の舞台に選択したのではないかと考えられる。

　この小論ではLeo　Proudhammerが「演技者」としてアメリカ社会の現実

への反逆という黒人の夢を演劇界で実現しようとし婁その行為が必然的に内包

する「偽装」のために挫折することを論証する。まず主人公の直面する混迷打

開の姿勢の問題点を考える。次いで舞台俳優として主人公が被るr仮面」の形

成と自己分裂の過程を検討する。そして最後に他の登場人物との関係の真意を

探りながら，主人公の悲劇性を考察してみたい。

I
［

　〃Z肋亙o〃工o〃9は主人公LeoProudhammerを一人称の語り手とした多
いわば内的独白（interior：mono1ogue）から成る三蔀構成の小説であるが、物

語の大部分を占める回想場面は時間の流れに沿って進展してはいない。そこで

Iで述べた少年時代（10，14歳）と役者修行時代（19歳）という二つの時間的

流れに沿って，まず主人公に見受けられる暖昧な自我と自己防護の二つの点を

中心にしてLeoのr演技者」としての特徴を考えてみたい。

　LeoがユO歳の頃，アメリカに渡るまでは「没落したBarbados島［西イン

ド諸島東端の英植民地；1966年独立コの小作人」（Pユ4）であり当時（1936年

頃）町工場の労働者の父とNew　Or1eans出身（P．18）の「器量よしで白人

女と見紛うぱかりの」（P．20）母と7歳違いで「家族の中で一番顔立ちのいい」

（P377）兄Ca1ebとLeoのProudhammer一家は極貧の生活に喘いでい

た。Garvey運動の成功とアフリカ帰還12）を夢見る父は，隣人から1朝笑され，

ユ2）Tamaica生まれの汎アフリカ主義者Marcus　Garvey（1887－1940）は1914年Uni－

　versa1Negro　Improvement　Assoc1at1onを設立したり，週刊新聞地9κ0肌”

　を発刊している。ユ916年には合衆国に渡りNew　YorkのHar1emで“Back　to
　Africa”を提唱している。結局この運動は中途で挫折するが，Gafveyはその後B1ack

　Nat1ona11sm始祖と見なされている。Cf肋6ツ61ψ肋げBZαo尾λ榊γκα，edW
　Augustus　Low＆Virgi1A．C1ift（198ユ；fpt．New　Yorkl　Da　Capo　Press，
　工g87），P．402．，猿谷要「黒人問題一その過去と現在」加藤秀俊編r多様の中の統一』

　（講座アメリカの文化4）南雲堂　昭和45年P．103。
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二人の息子からも無視されていた。戦場に連れて行かれたこともなく奴隷でも

ない王家の血筋を誇りにする父も，子供の目には家賃滞納のためにユダヤ人の

家主に無低抗で追い出される無カな父親としか映らない。このような父親と対

照的に兄Ca1ebは，Leoにとって「私の試金石，一私の模範，そして私の唯一

の案内人」（P．17）であり，「教師」（P．14），「長い間私のたった一人の友人」

（p．13）であった。

　さて、眉目秀麗の兄に似ず「丸い目をして弱々しく役立たずで意気地なしの

弟」（P．29）のLeoは，こうした「自分の体格や風変りな様子，つまりどう

することもできない自分の暖昧さ」（“my　size　and　strangeness，myhe1pless

amb1gu1ty”p．40）にも拘らず，自分の遊び仲問を威圧する方法を編み出す。

I　used　what　I　knew．　I　knew　that　what　was　sport　for　ot1hers　was

11fe　or　death　for　me．Therefore，I　had　to　make　it　a　matter　of11fe

or　death　for　them　　Not　many　are　prepared　to　go　so　far，at　1east

not　w1thout　the　sanct1on　of　a　un1form　　But　th1s　abso1ute1y　s1ng1e－

m1nded　and　te打1f1ed　ruth1essness　was　masked　by　my　obv1ous　vu1－

nerab111ty，my　paradox1ca1and　very　rea1he1p1essness，and　it　covered

my　terr1b1e　need　to11e　down，to　breathe　deep，to　weep　1ong　and

1oud，to　be　he1d1n　human　arrns，a1㎜ost　any　human　arms，to　h1d－e

my　face　in　any　human　breast，　to　te111t　a11，　to　1et　1t　out，　to　be

brought1nto　the　wor1d，and，out　of　human　affect1on，to　be　bom

aga1n　What　a　dream’1s1t　a　dream？（P，41）

上の引用に見られるのは多他者にとって「気晴らし」としか恩えない事象を生

死に関わる問題にしようとする立場逆転の発想である。この極めて観念的な旨

己防御はLeoの「明らかな脆弱さ、つまり自分の，逆説的ではあるが正に現実

の無力さ」によってその残酷な「本性を隠して」（‘‘masked”）しまい，相手の

反感を呼ぷこともなかったのであろう。少年時代にこのように狡猪な自己抑制

を身に付けたLeoは自分の回りの人問を歎き互いの立場を逆転させることが

自己を傷付けずに済ませる方便だと考えたのである。しかし，当時を振り返る

語り手は、こうした自己擁護の姿勢が結局「自分で築き上げた要塞の中に自ら

を幽閉してしまった」（P．41）ことに気付き，自分が演じる「役」に囚われ自

らの言葉で語ることのできない「演技者」になってしまったと述壊する
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“The　day　came　when　I　w1shed　to　break　my　s11ence　and　found　that　I

cou1d　not　speak．the　actor　cou1d　no1onger　be　d1st1ngu1shed　from　h1s

ro1e”P．41）。自己の本然の姿を隠蔽し外部世界との対立を忌避してきたLeo

は，自己の偽りの姿（「役」）を演じる「演技者」に徹する結果，自己の本質に

関わる葛藤に煩悶することばなかったのである。Peter　Bruckの指摘の通り，

人種差別の枠外にある演劇界に逃避する故にBaldwinの作晶で犠牲者と成り

得ない最初の主人公13）Leoは，自己の内部に空白しか見い出すことのできな

い虚無的な人間像となる。

　ある晩，帰宅時間に遅れて家路を急くProudhamm－er兄弟は多白人警官か

ら屈辱的な路上尋問を受ける。警官が立ち去った後、Ca1ebは卒直に自分が怯

えていたことを述べるが，Leoは「兄さん怖がっているようには見えなかった

よ」（‘“Youdidnヲtααscared！”P．59）と言って兄を庇う。この直後，語り

手は兄に発した自分の言葉が“the　truth”（同頁）であったと補足説明してい

るが，当時のLeo．は身元を証明するために警官に財布を差し出す兄の手が震

えていたことに明らかに気付いている（P．58）。このような弟の兄に対する面

従腹背の関係について語り手は、「余りに長く依存していたという理由から弟

が兄を喜んで破壊する目が訪れるだろう」（p．ユ7）と述べ、彼が従順な弟を演

じながらも内心では屈辱を感じていたことを灰めかしている。Leoの言動に散

見される本心の隠蔽とは，アメリカ黒人が生まれながらに刻み込まれた屈辱感
　　　ト　　ラ　　ウ　　マ

という精神的外傷を覆い隠すことに他ならない。このことはLeoが病室で白

人看護婦に検尿を採取される場面においてヨリ明確に描写されている。彼」は排

泄行為という人間にとって極めて根本的な要求さえも人に手を貸りなけれぱ満

されないと知るに及んで，烈しい自己嫌悪に陥る。そして卒然として自分の黒

い肉体に厭気がさし、自殺衝動に駆られている　　“And　I　wanted　to　d1e

　　to　drop　my　b1ack　carcass　somep1ace　and　never　be　hum111ated　by1t

any　more”（P．68）。更に語り手は「屈辱感が結局根底では自分の自然な状態

のように思われ」（P．69）ながらも、自己の「無力な状態」（“being　he1p1ess”

p．68）と表裏を成すこの感情を「葬り去った」（同頁）と述懐する。Leoの

Ca1ebに対する盲目的な敬愛の情が自己の非カさに裏打ちされた屈辱感に根差

しているために、兄も自分同様無力な人間であることが判明すると一転して

13）“Die　We1t　a1s　B砒ne：τθZZ肋Ho〃Lo惚伽τγあ〆s　B㈱Go郷，”in乃π

　伽‘S歩oγθ〃o犯歩C肋励’名㈱甘榊沁伽1）7θ舳’3∫α舳s　Bα脇伽㈱∂伽
　○刎θμ肋刎s励θ五α∫s刎尾oガZz肋（Amsterda㎜　Grunef，1975），P　ユ01
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LeoはCa1ebに裏切られたと感じるのである。

　集団窃盗の罪で南部の感化院での刑期を終え帰郷したCa1ebはその「言語

に絶する過去」故に「耐え難き未来」（P．205）しか持ち得ない人間に変り果て

てしまった，と14歳になったLeoは思う。彼は父親ばかりか，兄までも人種

による社会的差別の壁に阻まれ打ちのめされた様子を眼の当たりにし争「私は

もう自分を見失いそうだった。年上の者が，彼らの落度ではないが私を裏切っ

たからである」（p．204）と考える。Leoにとって父親や兄は人生の欺残者で

あり，未熟な自分を矯正するための「模範」（“mode1s”P．204）とは成り得な

かった。このように自分自身の行動の手本とするべき強い男性像を見い出せな

い当時のLeoが考え出したのは多“the　detemmat1on　to　outw1t　one茅s　s1tu－

ation　means　that　one　has　no　mode1s，on1y　object1essons！（P．204）とい

う結論であった。しかしながら、自分を取り巻く虐げられた同胞を“object

1essons”と見なすLeo自身雲白人優越の神話を支持してきた聖書の中では

「黒んぽ」（“a　n1gger”P224）という“the　ob］ect1esson洲（同頁）に過ぎ

ない。結局，年上の者を“ob〕ect1essons”としか規定し得ないLeoは，ア

メリカ社会において白人が黒人を卑下する心的態度を無意識裡に身に付けてい

ると言えるだろう。上の引用には“0utWit”という言葉が用いられているが，

この言葉の類義語“fox”（「出し抜く」P．223）が，役者になりたい旨をLeo

が語る場面で弟に白人の鼻を明かすよう忠告するCa1ebによって用いられて

いる14）。なるほど白人優位の原則が徹底しているアメリカ杜会において黒人が

真っ向から自己実現を計ろうとしても，人種偏見に満ちた白人世界はそれを傍

観する鷹揚さを持ち合わせてはいない。日常生活のレベノレまで浸透した人種偏

見とそれに伴う現実の危険を回避するために多ある程度の狡猪さは黒人にとっ

て必要不可欠なのであろう15）。だが，こうした狡智に満ちた詐術によってしか

14）Leoは“‘I　haven’t　to1d　nobody　except　you川（P222）とCa1ebに語っている

　が，この言葉は厳密な意味で言うと嘘言である。Le0は、10歳の頃地下鉄に無賃乗車
　して迷子になりかけたとき，彼を助けてくれた「救世主」（pp．36，37，39）のよう
　な見知らぬ男Char1es　W1111ams（P39）に“‘I　want　to　be　a－a　mov1e　actor　I
　want　to　be　a－actoゴ”（P．38）と既に打ち明けている。

15）例えは，短編“Th1sMom㎎，Th1sEven1ng，SoSoon”一〃〃伽〃6励Zツ誌
　（1960年9月刊）掲載　　の中でPar1sに住むアメリカ黒人で歌手のr私」は，帰国
　した際白人の出入国管理官の疎略な扱いを受け，白人を前にするときの声の調子の決
　め方・白人の怒gをそらす琴い方とりったr自分の生活を以前左右した秘訣のすべ
　て」（“a11the　tr1cks　on　wh1ch　my11fe　had　once　depended’’）を忘れていること

　に気付く（∫ames　Ba1dwin，Go加9歩o肌θ㍑加〃6κ，1965：rpt．New　York：De11，
　198ユ，p．141）。
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目常生活を送れない黒人が本来の自我を東縛した状態から脱し得ない隈り，彼

らは閉塞した精神状態のまま自我の崩壊を迎えるしかない。Baヱdwmは本小説

において黒人の自己実現がこうした偽りの自我の上に成立している隈り多たと

え杜会的名声を自分のものにしたとしても袋小路に入り込んでしまう悲劇を浮

き彫りにしていると考えられる。Leoは危機的な状況に直面する度に一個の人

間として自然な感情を秘匿し外的世界の規定する「役」を演じ続けるために，

黒人としてのアイテンティティを再認識した上で新しいリアリティの構築を目

指すことができない。

　ところで、τθ〃〃と亙0〃工0〃gには本来演劇とは関係がないと思われる箇

所で極めて演劇と関連した用語が使われている。例えぱProudhammer一家

が屋賃滞納のためアパートを追い出されHar1em川の近くに引越してからの

生活を“工n　those　two　rooms　we　acted　out　our1ast　days　asafam11y”（P．

117）と語り手は回顧する。この一文には、家族本来の機能を失って形骸化し

たProudhammer家の状況が「身振りでやってみせる」（act　out）という言葉

によって示唆されている。また感化院を出所したばかりのCa1ebとMadison

Squafe　Gardenの近くを歩いているとき黒人デモに遭遇した14歳のLeoは，

「町をうろつき歩く頑丈な黒人」である兄より「自分の体格と当然の事と恩わ

れている罪のなさ」（“榊size　and　lmy　presumed　imocence”P．226）が逆

に7歳上の兄を庇護しており、“our　ro1es　were　re▽ersed”（P．225）だと気

付く。この兄弟関係に見られる立場の逆転は雪元来臆病で弱い立場のLeoが遊

び仲間を威圧した方法と同様の理屈に依拠していると言えるだろう。端的に言

えば，Leoの処世の秘訣は本質的に自己の弱点であるはずの肉体的脆弱さや精

神の未熟さを逆手に取って自己擁護の拠り所とする詐術なのである。他律的な

Leoにとって「役」は自ら要求したり創造したりするものではなく，他者から

与えられ意味付けられるものである。この事実が判明するのは、舞台俳優を目

指しNew　Jersey州で催される夏期公演に参加したときである。傍役で子持

ちの独身女優Madelme　Overstreetとのセックスの最中，19歳のLeoは自

分の黒い肉体が如何に軽蔑に値するのかと自虐的にこの白人女性との行きずり

の情事を正当化しているが，彼は自律的に行動しているわけではない。それど

ころかLeoは自分の演じる「役」を相手のMade11neに委ねている　　“I

didn’t　know　what　ro1e　she口〉llade1meコwanted　me　to　p1ay　w1th，and　for

the　lmo1ment　I　was］ust　sta11mg，be1ng　a　kind　of　bebop　k1d”　（P．196）。

この極めて他律的な姿勢のためにMade1meとの情事は主人公の利己的な性格
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を反映するにとどまっている16）。

　翌目多Made11neのアパートの住人の密告により白人警官に連行されるLeo

は自分が何の容疑で逮捕されるのか理解できない。彼は自分の怯えを悟られな

いように「命ある隈り計略を立て（“schelme”）、出来ることなら奴らを出し抜

こう（“outwit”）」（P．251）と意を決する。そのために彼は「（警官に向って）

卑屈に疾舞うか怒鳴り声を上げるかという間で綱渡りをしなければならなかっ

た」（P．252）のである。警察署に連行されたLeoは，自分が婦女暴行のか

どセ暴徒と化した白人に今にも「八つ裂き」にされるのではないか考え戦懐を

覚える（P．253）。南北戦争（ユ861～65年）以後，特に南部白人の憤懸の吐け

口となった非合法的暴力手段であるリンチ（1ynchmg）の歴史的経緯を考慮に

入れれは，この場面において主人公が受ける精神的重圧には測り知れないもの

があるかもしれない17）。しかし，それにもまして恐怖心を相手に気取られまい

と「計算し」（“ca1cu1ate”p．252）ようとするLeoの態度には，自己の自然

な感情を押し隠してまでも身の危険を回避せねはならぬアメリカ黒人の精神的

逼塞状態が描写されている。赤ら顔で太ったアイルランド系の刑事の尋問を受

けるLeoは，この担当刑事の僧悪の対象にも値しない程自分が「現実味のな

い」（P254）存在だと認識する。そして調書も指紋も採られぬまま別室に移さ

れたLeoは多自分に如何なる危害が加えられようとも動揺せぬように，事前

に驚く心構えをして置くという「後に劇場で役に立つようになるトリック」（P．

255）を導き出す。こうした主人公の感情と言動の抑制と嘘の供述18）による懸命

の自己防護にも拘らず，彼は結局「ハンター」（白人警官）を前にして今にも

飛び掛ろうとする撞猛な“the］mg1e　cat”を演じてきたことに気付き，この

一連の道化芝居に厭気がさす　　“I　was　t1red　of　th1s　v1c1ous　comedy，and

16）　この情事の直後，Leoは自らキリストを裏切ったJudasや殉教者Sa1nt　Sebast1an

　に警えているが（P200），この主人公のアンビバレンスは，情事の直削の「彼女は通り

　道にいたに過ぎなかった」（P．ユ97）という言葉や翌朝の「私は彼女をファックしたか

　っただけだ。つまりこれは彼女に好意を寄せている理由にはならなかった」（p．246）

　という冷厳とした叙述のために，その場限りの印象を強く与えている。

17）Tuskegee　Inst1tute（1881年創立の黒人大学，A1aba皿a州）の統計調査によると，

　1882年からユ968年の間に全米でリンチにかけられた黒人の数は3，446人と報告されて

　いるが至この場面の舞台となっているNew　Jersey州では1人だけ記録されている

　に過ぎない（肋桝1ψ肋げBZ励λ㈱プ伽，P．542）6従ってLeoの感じる恐怖は多
　歴吏上の事実を背景にしているというより主人公の妄想という印象が強い。

ユ8）刑事に母親の住所を訊かれたLeoは“‘In　Johannesburg，the　Repub11c　of
　South　Afr1ca　She’s　a1m1ss1㎝ary川（P259）と答え，相手を幻惑している。



152（324） 伊鹿倉　　　誠

ashamedofmyse1fforp1ay1nganyro1ewhateverm1t”（P255）。人
種偏見に満ちたアメリカ杜会に生きる黒人は，多かれ少かれ何かしらの「役」

を演じざるを得ない。Leoは黒人故に否応無しに振り当てられた「役」の逆手

を取って演劇界で自己実現を計ろうとする。しかし，その演劇観が「仮面」の

論理に依拠しているために，主人公は自己の人生に積極的な意義を見出せず，

烈しい挫折感に苛まれながら自己疎外の陥穿に落ち込んでゆく。

皿

　心臓発作の原因が神経疲労と過労にあると診断を下す（P．70）担当医師から

心身共に酷使する理由を尋ねられたLeoは，戸姦いながらも役者としての衿

持を交えて医者の問いに答えている。

“　。rm　an　actor－I　th1nk　rm　a　pretty　good　actor”一I　was

11sten1lng　to　myse1f　and　I　sounded　　very　1ame　and　defens1∀e

“rve　a1ways　tried　not　to　repeat　myse此　I　mLean－I’ve　a1ways

tr1ed　to　do　th1ngs　I　wasn，t　sure　I　cou1d　do．　If　I　knew　I　cou1d　do

1t，then　there　d1dn’t　seem　much　po1nt1n　doing1む　And　then　you

］ust　do　the　same　thmg　over　and　over　aga1n　and　pretty　soon　youヲre

not　an　actor，　you’re　〕ust　a　k1nd　of　h1gh1y　pa1d－manequ1n。”　　I

coughe乱　　“Man1pu1ated”　（P　71）

上の引用に見られるのは，Leoが一流の舞台俳優になるための必須条件の説明

で，主人公の語調はやや自信過剰の嫌いはあるが，ここで大切なのは彼自身が

この説明の論理を信じ切っていないことである。Leoは自らを“apretty　good

aCtOr”と述べた直後「容易には信じ難く守勢に回っているように」感じてお

り里この語句は主人公の役者としての信条と現実の自分の姿に離鰭を来してい

ることを示唆している。彼は本来の自分を繰り返して演じないこと，そして演

じることに確信が持てない役に挑戦することの二点を“a　pretty　good　actor”

の必須条件として挙げている。このような役者観が如何なる論理をその基盤と

しているのか明らかにするために、幾分詳細にLeoの役者人生を辿ってみる・

ことにしようO

　Leoが俳優の遣を進むことを決断したのは，Greenw1ch　V111ageで画学生
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のモデノレをしながらボヘミアンの生活を送っていた1945年のある夏の夜のこと

であった。Kentucky州出身（P78）で仕事仲間の白人女性Barbara　Kmg

に同伴して，あるパーティーに出席したことを「決定的な転機に見られる，不

吉で恐ろしい価値を伴った重要な」（p．81）出来事として語り手は回想する。

Sy1v1a　S1dney，Betty　Dav1sといった当時の一流俳優や多くの脚本家と演出家

が出席しているパーティー会場で，Leoは期せずして役者としての自己の可能

性を見い出している。

One　very　famous　actress　struck　me　as　having　very　narrow1y　missed

being　a　dwarf：but　she　had　seemed　very　ta11，in　her　rega1robes，

when　I　had　seen　her　on　the　stage　as　the　queen　of　a11the　Russias．

It　may　have　been　that　night　that　I　rea11y　dec1ded　to　attempt　to

become　an　actor－rea11y　became　comm1tted　to　th1s1皿poss1b111ty，

it　is　certain　that　this　night　brought　into　1my　mind，　in　an　astound－

1ng　way，the　great　question　of　where　the　boundar1es　of　rea11ty　were

tru1y　to　be　founユ　If　a　dwarf　cou1d　be　a　queen　and．make　me　be－

11e▽e　that　she　was　s1x　feet　ta11，then　why　was1t　not　poss1b1e　that

I，brief，w1ry，duu　dark　me，cou1d　become　an　emperor－丁肋E刎一

力〃oγ∫o刎8，say，why　not？　（pp．82－83）

豪著な式服をまとってロシァ帝国の女王を演じた際には背が6フィートもある
　　　　　　　　　　　　　こおんな
ように見えた女優が実際には小女だと判明して、Leoは役者になる決意を固め

ている。要するに彼は現実世界と舞台上の演劇空間の間にある「リァリティの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す境界（線）」を越えて自己の実像と舞台での虚像との摩り替えという「この不可

能性」に身を委ねようとしたのである。このように仮構世界を現実世界と同一

視する傾向は，映画館に足しげく通い始めたユO歳の頃、スクリーン上に映し出

される映画俳優たちにヨリ現実味を感じ取っていたLeoの現実認識の有り様

にその筋芽が見られる　　“They［the　mo▽1e　starsコwere　not11keany　peo－

p1e　I　had　ever　seen　and　this　made　them，irre▽ocab1y，betteL．．。But

on1y　the　faces　and　the　attitudes　were　rea1，more　rea1than　the1ives　we

1ed，more　rea1than　our　days　and　n1ghts”（PP．31－32）。これから判断すると、

主人公が役者の条件として挙げた，演じることに確信が持てない役への銚戦の

真意は，現実世界では実現不可能な人間像を舞台という仮構世界において具現
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化しようとすることではあるまいか。子供の頃自己の感情を隠蔽し他者との立

場逆転に専心していたLeoは，役者の道を歩き始める際には自己の実像と演

劇世界の虚像（劇中人物）の差し替えに自己実現の可能性を模索していると思

われる。しかし，己れの身体的障害　　r背が低く針金みたいな身体付きで冴

えない黒い肌の私」　を舞台の上で一時的に克服しても，何ら自己の根本的

改革には成り得ない。Ba1dwm自身がJohn　Ha11とのインタビューの中で発

言しているように，自己変革のためにはまず自己の限界を認識した上で自己の

可能性を発見することが肝要なのである19）。従ってLeoの演劇界での長年の努

カが満足できる程に実を結ばないのも当然と言えよう。40歳を目前にした（P．

316）主人公が，19歳の当時夢見ていた肋θE物卿oγ∫0㈱（1920年に制作・初

演されたEugene　O’Nei11の戯曲）の舞台を一度も踏んだことがない事実が，

皮肉にもそのことを裏付けている。だが、西インド諸島で詐術を用いて皇帝に

成り上ったアメリカ黒人Brutus　Jones同様，役者として名声を掴んだLeo

の帰属感や目的意識が混迷に陥り否定されることを考慮すれば、彼は人生とい

う舞台においてthe　Emperor∫onesを演じてきたと言えるかもしれない。

　LeoとBarbaraがNew　Jersey州での夏期公演に参加できたのは，先に

触れた劇場関係のパーティーで知り合ったThe　Actors’Means　Workshop

の美術監督Sau1San－Marquandに負うところが大きかった（PP．100一ユ）。公

演申主に劇の看板作りや使い走りを受け持つ雑用係に甘んじていた二人にも

Sau1San－Marqu孕nd監督の前で寸劇を発表する機会が訪れる。二人は稽古を

積んで本番に臨むが，監督のLeoの演技に対する講評は辛辣であった。「君

は大袈裟で感情を剥き出しにして自己憐潤に耽っていた」（“㌔。．You　were

bo血bastic，hysterica1，and　se1←Pitying川P．301）というSau1の指摘が的

を射ているので，Leoは反駁することもできない。この監督はまたOthe11o役

で有名な黒人俳優Pau1Robeson（1898一ユ976）を例に挙げながら“㌔．。。But

an　actor’s1nstrument1s　h1s　body，1s　h1mse1f　Pau1Robeson，for　examp1e，

1s　an　actor　who　was　made　to　p1ay　Otheuo　　．Other　actors　cou1d　never

p1ay　Othe11o．Theinstrumentwi11notcarrythei11usion！’’（P．300）と説

明する。0伽〃o（1604）においてVen1ceの大貴族の一人娘と，その親の承諾

19）Ba1dw1nは，人生の様相を変革する前にあるがままの人生を受容することが重要
　だと言いながら次の様に語っている　　“工n　order　to　cha㎎e　myse1f，工have　to

・d甲itth弓tI・m・・t・1・f・・tt・1けm舟亨1・・一・y・ユ「・・g・tt？・…pt1imL

　tat1ons　before　I　can　d1scover　my　poss1b111t1es’’（John　Ha11，ψα歩，P　ユ2）。
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も得ず結婚する将軍Othe11oに名将ではあるが素性の知れないMoor人とい

う設定がなされており，これが筋の重要な一部となっていると考えるのは極め

て妥当な解釈であろう20）。こう考えると，Othe11oがIagoの好計に陥るのは

黒人としての劣等感のなせる業というSau1の解釈（P289）はやや図式的とは

言え根拠のない臆説とは言い切れない21）。Sau1San－Marquand監督の役者観

はLeoの立場から見れば黒人として演劇界で成功することの難しさを突き付

ける見方ではあるが，客観的には説得力のある見解と見なすことができるので

はないか。従って本来の自分を繰り返して演じないというLeoの信条の真意

は婁Sau1の言葉を借りれは舞台を現実から切り離して「幻想」を求めることな

のである。しかもLeoがSau1とは正反対の役者観を抱くに至ったのは，芸

術認識の相違というより寧ろ主人公の黒人としての自意識過剰が引き起す極め

て個人的な敵意ではなかったか。初めてSau1と会ったLeoは，彼と握手をし

ただけで「悔悟の念など抱いたことのないエレミア」（P．88）という第一印象

を受ける。更に星父や兄と同様に衣料晶工場で屈辱的な仕事を経験した主人公

は、Sau1が「私の監督や親方の正に蒸留物」（P．91）であると断定する。この

ように推定の根拠も示さず主観と印象だけで相手を律する一方で，Leoは出

来る限り相手に対する嫌悪感を押し隠そうと努めている　　“I　WaS　gOmg　tO

be　coo1，and，1n　any　case，I　needed　tmユe　to　ca1cu1ate，and　so　I　used　my

sputter　and．my　cough　to　make　my　statement1mpeccab1y1ngenuous　and

luven11e”（P91）。この一文には，皿で論述した主人公の行動に顕著な特徴で

ある，感情の隠蔽と計算された言動が窺える。Leoがこのような行動パターン

を再三再四試みていることを考慮すると，本来の自分を繰り返して演じないと

いう信念は，他者に自己の正体を晒すことのできない人間にとって恰好の自己

防護の論理に貫かれていると言えるだろう。

　このように自分の殻に閉じ籠りがちなLeoも「疎外感」（“estrangement”

P109）の克服のためにNewYorkのC1tyHa11近くの公園で開かれた決起
集会に「聴衆を惹き付ける」（P．108）ための演説者として参加する。しかし立

場の違いを越えた連帯の場であるはずの公民権運動においても互いに抱く世界

20）吉田健一「オセロ」r英国の文学　シェイクスピア』（吉田健一著作集I）集英杜

　昭和53年P．337．

21）Sau1が人種偏見のためにOthe1loの工agoへの対応を曲解し，「誤ったOthe11o
　感（原文のまま）を抱いている」との説を筆者はとらない（小林信次郎「James　Ba1dw1n

　の〃Z肌∬o〃工o〃9肋θ（sic）〃α加’∫B㈱Go惚について」r大阪工業大学紀
　要（人文杜会篇）18（2）』〔1974．4〕，p．62）。
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観の違いを彼は痛感する。このような世界観の相違を生み出す要因が自分の

「芸術家」としての立場にあると分析した後で（叫109）、Leoは黒人大衆を前

にして芸術家の果すべき責務について思索を凝らしている。

There　1s　a　truth　in　the　theater　and．there1s　a　truth　1n11fe

they　meet，but　they　are　not　tb．e　same，for11fe，God．he1p　us，zs

the　truth　And．those　d1sgu1ses　wh1ch　an　artist　wears　are　h1s

means，not　of　f1eeing　from　the　tmth，but　of　attempting　to　approach

1t．Who，after　a11，cou1d　be11eve　a　word　spoken　by　Pmce　Ham1et

or　Ophe1ia　shou1d　one　encounter　th1s　unhappy　coup1e　at　a　cockta11

party？　Yet，the　reason　that　one　wou1d　certam1y　never　make　the

error　of　in▽1t1ng　them　back　again　is　that　the1r　story　is　true－and

not　on1y　for　the　Pr1nce　and　h1s　mad1ady；1s　true，1s　true，unbear＿

ab1e，unanswerab1e　and　one，s　disgu1ses　are　designed　to　make　the

truth　a　quantity　with　which　one　can1ive－or　from　which　one　can

hope，by　the　effort　of1iving，to　be　de1i▽ered．　But　on　that　afternoon

I　was　fac1ng　the　peop1e　w1th　no　recogn1zab1e　d1sgu1se　though

perhaps　by　th1s　time　my　d1sgu1ses　were1nd1st1ngu1shab1e　from　my－

seヱf一一and　I　was　very　frightened．（PP．ユ12一ユ3）

この箇所には芸術家が真理を探究する手段として“d1sgu1se（s）”という言葉が

多用されている。一般的に“d1sgu1se（s）”とは人間や事物の本質　　1den－

tity，charactef，qua11tyなど　　を包み隠す衣服（もの）を指すと考えられる

が，H舳嫁のような文学作晶が「真実の耐え難く反駁できない」ストーリ

ーを語っていると認めながらも多“d1sgu1se（s）”が芸術家にとって真理到達の

手段と考えるLeoの芸術観には明らかに論理矛盾があるとは言えまいか。Leo

が決起集会において黒人同志の一体感，同胞意識を共有できないのは，舞台俳

優が芸術空間を耐え難い真実からの逃げ場と見なし，アメリカ黒人の直面する

否定し難い現実を自己の本質から切り離そうとしたことに起因する，と筆者に

は思われる。嘗てBa1dw1nはアメリカの人種問題の根源には、自己の正体を

晒すことができない故に「我々がそれなしでは生きてゆけないと懸念し，また

その中に身を隠して生きてゆけないことも知っている仮面」（“the　masks　that
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we　fear　we　cannot11ve　w1thout　and　know　we　cannot11ve　w1th1nつ22）を

被らざるを得ない現実があると指摘した。してみると，“diSguiSe（S）”が芸術

家の手段という主人公の芸術認識は、黒人としてのアイデンティティを否定す

る偽装手段である「仮面」の論理に基づいていると判断される。夏期公演中初

めて芝居小屋の舞台に二人で立った19歳のLeoは多劇場を役者と観客の生命

カで満たすことが「愛の行為に関して自分にある最大の可能性」（“my　h1ghest

possibi1ity　of　the　act　of1ove’’P。ユ37）だと察知する。しかしこうした舞台

俳優としての覚醒とその後の活躍にも拘らず、上の引用の最後の一文に見られ

るように「自分自身と自分の変装が見分けられなかった」と認めている語り手

が，あるがままの自分を舞台の上で表現してきたとは考えられない。’従って主

人公が彼の役者人生において観客との生命カに満ち浴れた一体感を共有してき

たとは決して言えないのである。Leoは自己解放への糸口を観念的に摺みなが

らも，その実践に当たって「仮面」の人生による自己の喪失感　　“myse1f。．。

crue11y1ocked1n　the　depths　of　me”（P99）　　故に自らの経験と認識に

鯉鰭を来してしまう。結局，彼自身が黒人として痛感しているr苦痛」や「激

怒」から「自分の言語」を創出することが自己創造に繋がるという，ブルース

（b1ues）の表現形式にも似て独創的な論理も23），語り手によっていとも簡単

に打ち消されてしまう　　“My　pa1n　was　the　horse　that　I　must1earn　to

ride．．．．I　was　no　rider　and　pain　was　no　horse”（p．99）。

　Ba1dwinに限らず，人生の価値を懐疑し虚無の深淵を窺った作家は少くな

い。τθZZ肋Ho〃工1oπgの主人公が処女作Go　TθZZ丑o〃肋θ〃o〃〃肋π（1953）

以来の作者の重い分身であることに疑いの余地は無い。Leoに見受けられる

「仮面」の形成と自己分裂は，作者自身が常に感じていた不安の無意識の肩代

りであるように筆者には思われる。というのも小説の材料を自己の体験的事実

に求める作家であることを表明したBa1dw1nは24），自己を繰り返して演じな

い黒人舞台俳優を，いわば作家のネガティブな分身として創出していると判断

されるからである。

22）　‘‘Down　at　the　Cross　Letter　from　a　Reg1on　m　lMy　M1nd”1n肋θF榊地”歩

　乃刎θ（ユ963；fpt．New　York：De11．1981），P．128．

23）　The　b1uesユs　a皿us1ca1express1on　that1s　an1nd1v1dua1form　of　creat1ve

　statement　　It1s　a　persona1statement，　a　react1on　to　the　11fe　exper1enceユn

　its　entirety（亙〃6ツ6Zρヵθ∂づαoグBZα6尾λ刎θれ6α，p．598）．

24）　“Autob1ogfaph1ca1Notes，”1n　No加sげαル歩〃θ8o〃（1955，rpt　New　York

　The　Dia1Press，1979），P．11．
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I▽一

　LeoがBarbaraに惹かれたのは，彼が裕福な地主の娘で南部人の彼女に多

個人の意志とは無関係に与えられた人生や自己を取り囲む社会の現実への反逆

心を感じ取っていたからである。「人生の演技」は“an　object1esson’’（P．103）

であると考えるBabaraには，父親や兄を“objectヱessons”（P．204）と見な

すLeoの人生観に共通する現実認識が窺える。「彼女の感情よりも理性や思考

を重視する明噺さ」（P．77）にも惹かれたと語り手は述懐する。またBarbara

の「演技者」としての天賦の才能も彼を魅了した一因のようである。パーティ

ーの席上Barbaraは自分が喉頭炎に罹っていると見せ掛けて相手を自分の話

に引き込む。これを観察するLeoは多彼女の熟練した演技のために「それはも

はやトリックではなく，一つの事実であった」（P83）と判断を下す。Barbara

の演技を事実と見なす主人公は，恐らく「仮面」を被った「演技者」として生

きてゆく自己を正当化する論理を掴みたかったに違いない。さて，与えられた

人生の価値に懐疑を抱く二人は，大部分の人々が「真実」（“the　truthつと見

なしている事柄が「非常に魅力的ではなく実際には不快である」（P．84）こと

に気付き，「真実」を語って夢見るのを止めてしまう。そして彼らは自分たち

を受け入れない実杜会に対して偽りの姿を演じることで二人の関係を維持しよ

うとする。こうした二人の生活は，演劇世界と現実世界の差し替えにその基盤

を置いている　　“Noth1ng　cou1d　have　been　further　from　the　truth，but

we　［Leo　＆　Barbara］　were，as　P1rande11o　puts1t，1n　the　process　of

1iving　our　p1ay　and　p1aying　our1i▽es”　（P．84）。

　Greenw1ch　V111ageを離れたLeoとBarbaraと当時彼女の恋人でイタリ

ァ系アメリカ人のJerryの三人は，夏期公演に参加するためにNew　Jersey

州の保守的な田舎町に滞在するが，彼らはその土地で「我々の現状の余りに生

生しい感じ」（P13ユ）を受ける。James　Fen1more　Cooper（1789一ユ851）の

肋θ工αs歩oア伽〃o肋α〃s（1826）の舞台にもなった「川の断崖の上に立つ田

舎町」における三人の余所者としての立場は、7月初めの強い陽射で目焼けし

た彼らの肌の色が象徴するようにアメリカ杜会における黒人の置かれた状況を

暗示する　　“工had　tumed　darker，w1th　a1ot　of　red1n　my　sk1n　and

hair；whi1e　Barbara　had　turned　mu1atto　and　her　hair　had　turned　b1ond

on　her　forehead　and　on　the　cur1y　sid，es　and　edges．　Jerry　was　browner
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than　Arabs”（Pユ31）。この抑圧された状況の中でLeoとJerryは同性愛

の関係を装い茅JerryとBarbaraは「淫らで破康恥な恋人同志」を演じ、また

三人で出歩くとき彼らは手に手を取り合うことで「我々に対して町民たちが抱

く様々な幻想を進んで実演してみせた（“ob11g1㎎1y　actedout”）」（P．133）ので

ある。そしてこの一連の演劇的行動は多LeoとBarbaraが互いの愛を確認し合

い「陽気で気の大きい」（P。ユ30）Jerryが二人の元を去った後、Leo－Barbara

という組み合わせで受け継がれる。ところが暫くするとLeoは劇場から帰宅

途中暴行を受けたり、住居に闘入されたわする。このように「我々の三人入り

乱れた黒白の関係」（p．348）が現実のものとなるに及んで，主人公は自分の存

在自体に確信が持てなくなる。

And　how　lmany　n1ghts　I1ay　there，wh11e　Barbara　s1ept，f111ed　w1th

an　indescr1bab1e　bew1工derment；fee11ng　that　a11that　he1d　me　to11fe

was　bemg　gnawed　away，and－feelmg：myself　smk，11ke　a　we1ghted

corpse，　deeper　and　deeper　1n　the　sea　of　uncerta1nty∵　It，s　hard，

after　a11，for　a　boy　to　fmd．out　who　he1s，or　what　he　wants，if　he

1s　a1ways　afra1d　and　a1ways　act1ng，and　espec1a11y　when　th1s　fear

1nvades　h1s　most　pr1vate11fe　（P．350）

「演技」という偽装手段によるリァリティヘの反逆は，現実の変革に成り得な

いはかりか自己存在の喪失感をもたらすことが，上の引用の中程のr重くなっ

た死骸のように自分が不確実性の海の中深く更に深く沈んでゆくのを感じなが

ら」という表現に示唆されている。これと類似した「下降」の比職表現は、

本小説の冒頭Leoが演技中に心臓発作で昏倒する場面でも用いられており

（“工had1ost　any　sense　of　depth　or　d1stance　fee11ng　that　I　was　smk－

1㎎deeper　and　deeper1nto　some1cy　void”P4），Ba1dw1nは主人公の取

る一連の演劇的行動がこうしたアイデンティティ喪失の危機的状況を招いたこ

とを示唆している。LeoはBarbaraと一緒に屠るときに感じる恐怖が，人種

の相違という外在的要素から生じる「杜会一般に及ぷ恐怖」が原因なのか，そ

れとも「私自身の人格のねじれによって生じた個人的な恐怖」（P．357）が原

菌なのかも分らなくなる。

　自らを「白人で近親相姦の妹」（P．275）と称するBarbaraとLeoの関係

は，杜会通念の打破という意味において革命的と言える。だが，南部人の
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Barbaraと彼女にとって「禁断の木の実」（P．277）である黒人Leoの二人が恋

愛関係を維持してゆくためには「罠に懸ったままで生きることを学ぷ」（P．36ユ）

しかない。このように楽園を遣放された現代のAdamとEveのイメージを担

った二人は、Leoのポディーガードで若き活動家Chnstopher　Ha11と肉体関

係を結ぷ。このことによって二人は，自分たちを楽園から追放した白人の神と

は正反対の「黒いキリスト」25）を産み出したという結論に到達する　　“The

mcestuous　blrother　and　s1ster　wou1d　now　never　have　any　ch11dren　But

perhaps　we　had　g1ven　one　ch11d　to　the　wor1d，or　he1ped　to　open　the

wor1d　to　one　ch11d　Luck1er1overs　hadn’t　managed　so　much（P438）。

しかし，このように自らの人生を肯定しようとする積極的な姿勢もChr1sto－

pherがLeoの分身のイメージを担っているために袋小賂に入り込まざるを得

ない。例えば，Christopherと肉体関係があったと告白するBarbaraは多そ

の動機がLeoを傷付けることにはなく，r20年以上前の」Leoに戻ろうとした

と述べる（PP．473－74）。つまりChristopherは父親や兄に自己実現の規範を

見い出せず「仮面」の人生を歩まざるを得なかった語り手の若い分身なのであ

る。更にこの人物は“object1essons”の一人にしかLeoには映らなかった父

親と似通っている　　“They［Chnstopher＆Leo’s　father］1ooked　very

much11ke　each　other，both　b1g，both　bヱack，both1augh1ng’’（P．484）。　30

年前Garvey運動の成功やアフリカ帰還を夢見ていたLeoの父と，革命の実現

のためには武力行使も辞さないと主張する一方で（P．483），アフリカに行って

みたいと願う（P　l07）Chf1stopherの二人の登場人物には類似点が多い。

ChristopherがLeoのポジティブな分身だとすれば，兄Ca1ebにはLeoの

ネガティブな特徴争すなわち「演技者」のイメージが与えられている。第二次

世界大戦に従軍したCa1ebが負傷し帰還したとき，Leoは，以前怒りっぽくよ

く笑っていた兄が「排他的で高慢な、よそよそしい人物」（P．383）に変貌してい

るのに気付く。Long　Is1andの証券フローカーの運転手として働きながらThe

New　D1spensat1on　House　of　Godという黒人教会で奉仕活動を続ける兄は、

キリスト教の歎嚇や偽善故に「神の最も見込みのない伝道師」（P．407）にしか

弟には思われない。ところが，Ca1ebの回心への契機となった戦場での人種に

関わる悲劇（白人の戦友Freder1ck　Hopk1nsにイタリァ娘P1aとの恋路を邪

25）Chr1stopherは“B1ack　Chnstopher”（P73）と呼ぱれている。またNew　Jersey

　州生まれ（P．447）という設定もLeoとBarbaraが最初に結ばれた場所と符合して
　いる。
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魔され憎しみの余りCa1ebは殺意を持つが，狙撃兵の銃弾に倒れるFrederick

はCa1ebに復讐されたと信じたまま死ぬ）を知るに及んで，Leoは兄との分

かち難い一体感を感じる　　“I　fe1t，for　the　f1rst　time，and1t　must　be

rafe，another　human　be1ng　occupymg　my　f1esh，wa1kmg　up　and　down1n

me”（P．404）。更に昼間商業演劇に出演する傍ら夜間バーベキュー屋で働く

Leoを，既にReverend　ProudhammerになったCa1ebが訪ねた際の店の常

連客たちの反応を語り手は次の様に回想している。

We［Ca1eb＆Leo］were　both　perfor二mers，that　was　how　they［the

cats1n　the　barbecue　j01nt］saw　us，brothers，and　at　war．　They　may

have　expected　more　from　me　than　they　d1d　from　h1m　s1mp1y　because

my　pu1p1t　was　so　much　harder　to　reach，and　they　hadnヲt，after　a11，

yet　heard　my　sermon．（pp．421－22）

暗黒のアフリカ大陸を啓蒙したと考えられているキリスト教徒が実は奴隷制推

進の先頭に立っていたという歴史上の矛盾に立脚する兄と自分が，他人の目に

は同じ「演技者」に映るというのはLeoにとって極めて皮肉な事実であろう。

しふも舞台の上で心臓発作を起して昏倒するLeoと同様にCa1ebは，いわば

戦争の舞台とも呼べる「ヨーロッパ戦線」（“the　European　theater”P．365）

で瀕死の重傷を負っており，Ba1dw1nはProudhammer兄弟に共通する「演

技者」の性質を強く印象付けている。

　恢復して外出を許可されたLeoは，Christopherと連れ立ってSan　Fran－

ciscoの町を散策する。Leoは立ち寄ったレストランでサインを求められ、俳

優としての自分の人気が衰えていないことを知って安堵の胸を撫で下す。が，

唐突にも主人公はこれまで自分が経験してきた簸難辛苦が無意味に終っている

のではないかと考え，樗然とする。

I　had　worked　hard，hard，it　certain1y　shou1d．have　been　possib1e　by

now　for　me　to　have　a　safe，qu1et，comfortab1e11fe，a11fe　I　cou1d

devote　to　my　work　and　to　those　I1oved，without　being　bugged　to

death．　But　I　knew1t　wasn’t　poss1b1e　There　was　a　sense1n　wh1ch

1t　certain1y　cou1d．be　sa1d　that　my　endeavor　had　been　for　nothin＆

Indeed，I　had．conquered　the　city二but　the　city　was　stricken　with　the
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p1agu巳　Not　in　my11fet1me　wou1d　th1s　p1ague　en乱。．．（P．478）

この引用の最後の文の“P1ague”という言葉は，あらゆる人間関係を破壊する

人種やキリスト教の概念を指すと考えられるが26），ここに読み取れるのは，

人種意識という宿痢に冒され倫理的に頽廃したアメリカ社会に埋没し，この杜

会と運命を共にせざるを得ないと感じている者の虚無感である。これに加え

て，Christopherの「でも当然のことながら，黒人のみんなはあなたが白人の

中の一人じゃないだろうかと考えている」（P．480）という指摘によって，Leo

は他の黒人との同胞意識の共有も難しい微妙な立場にあることを認めざるを得

ない27）。

　黒人舞台俳優の閉塞した意識の暗黒面に挑んだτθ〃〃θ∬0〃工0惚は，主

人公の錯綜した語りのうちから，アメリカ黒人が彼らの内面において直面しな

ければならなかった最大の難問の在り処を浮び上らせている。それは自分たち

とは異なる価値体系を生きる白人たちを前にして，如何に自分の「夢」を獲得

できるかという問題である。白人優位の原則の支配する外界が「夢」の純粋性

を打ち砕こうとするとき，「夢」を拝情的に語ることは既に滑稽に等しいであ

ろう。「仮面」という偽装手段が本質的な意味を持ってくるのは恐らくここに

おいてである。白人世界が黒人に対して乖離感を強いるとき，もし黒人が自分

の聖域を侵犯されるのを拒もうとするならば，彼は外界の論理を逆手に取って

自分の「夢」を事前に外界の論理から切り離しておく以外に遣はない。Leo

Proudham血erはこの狡智に満ちた詐術を媒介としてしか自己を語ることはで

きない。勿論彼はアメリカ社会の現実への反逆という己れの「夢」が一片の幻

26）Ba1dwmは1955年M1ss1ss1ppヱ州で発生した黒人青年殺害事件に基づく戯曲捌㈱
　アo〆〃肋κ0脆”伽の序文の中で作晶の舞台設定について次の様に記している。

　　“The　p1ay　then，for　me，takes　p1ace　in　P1aguetown，in　U．＆ん，now．The

　　p1ague　is　race，the　p1ague1s　ouf　concept　of　Chnst1an1ty　and－th1s　rang1ng

　　p1ague　has　the　power　to　destroy　every　human　re1at1onsh1p”　（“Notes　for

　　B1ues，”in　BZ惚sアoγ〃；∫歩卯C肋γ肋，1964；rpt．New　York：The　Dia1Press，

　　ユ974，P．xv）

27）夏期公演中，Leoはアメリカの人種問題という“that　invisib1e　frontier”（p．186）

　について思いを巡らすが，彼は黒人と白人に囲まれている際に自分が「回転する車輪

　の真中に」（PP．186－87）位置し「ぴんと張られた綱の上を歩いているような感じ」

　（P．187）を受ける。また疎外感を癒すために黒人居住地区に出掛けた彼は“But　my

　comect1ons　a11were　broken”（P160）であることを実感する。更に彼が生活の本
　処とすべき居場所を持ち得ない（“I　had　no　address．”P．180）ことから，Leoは人

　種上，かつ物理上d6racin6的人物と見なして間違いないであろう。
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想に過ぎないことを知り抜いている。既に信仰喪失者でしかない彼は，自己の

内部に空白しか見ることができない。にも拘らず，自意識の空白の底に潜む

黒人としての誇りは自己の人生の空無を自覚しながらも，尚も現実呪言且の想

いを捨てきることはできない。嘗てBa1dwinはアメリカ黒人の歴史を“the

perpetua1ach1evement　of　the1mposs1b1e”28）を実証するものとして理解し

た。してみれば，Leoにみられる現実への反逆とその挫折は，作家の理想と現

実との断絶した意識を反映しているのではないか，と筆者には思われてならな

い。

28）　“Down　at　the　Cross　Letter　froIn　a　Reg1on　m　lMly　M1nd，”m　Z加Fκ2ハ尼妨

　丁乞伽θ，P．140．


